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東北農政局 秋田県拠点

「MAFF NAVI秋田」では、各種政府統計調査結果や行政データ等を活用して分析した秋田県農業
の実態に関する分析データをお届けします。

Vol.05 令和７年８月

令和７年３月末時点で秋田県内各市町村が取りまとめた地域計画策定数は323地区あります。その
地域計画から「地域農業の現状と課題」、「地域における農業の将来の在り方」について記載内容を
グループ化し、東北農政局秋田県拠点において独自に集計しました。

今回のテーマ：地域計画の策定状況
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116地区で記載の多かった内容 82地区で記載の多かった内容
● 分散する担い手の土地の集約が進まず、効率的 ● 条件不利農地での鳥獣害が深刻化し、更なる耕

な作業に支障がある･･･48地区  作放棄地の拡大が懸念される･･･25地区
● 水利等の耕作条件が悪く、作業の引き受け手が ● すでに農地としての利用が困難なほ場も見られ

け手がいない、または少ない･･･12地区  る･･･20地区
● 山間部のみならず、市街地での対策が必要であ

る･･･４地区

101地区で記載の多かった内容 220地区で記載の多かった内容
● 水稲や大豆、そば等の土地利用型作物の生産が ● 担い手の人材確保が喫緊の課題である･

盛んに行われている･･･48地区       ･･25地区
● 水稲と野菜等の複合経営に取組み、園芸団地が ● 現時点では担い手を確保できているが、今後の

形成されている･･･６地区   確保や育成に課題がある･･･20地区

１ 地域農業の現状と課題 ｰ 担い手や土地基盤、耕作放棄地の増加を懸念する記載が多い ｰ
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MAFF NAVI秋田では、各種統計データ等を活用し地域の農林水産業の発展を支援する
ため、見える化した分析データを発信していきます。
農林水産統計データ等活用支援やデータの照会等お気軽にご相談ください。

ここでは、数多くの記載事項から類似するテーマごとに以下の３項目に分類しました。
(1) 地域としての担い手の確保

(2) 農業経営の目指す方向性

(3) 農地の保全

２ 地域における農業の将来の在り方
ー 地区内外から担い手を積極的に受入れ、高収益作物を導入し収益向上を図り、農地の保全管理に努める ー
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・法人の雇用や研修を通じて、担い手及び後継者の育成

に取組む

・集落営農法人と地区内の個人経営体が連携し、農地を

適切に維持・管理していく

・既存の農業法人の連携や統合により、地域内の農地を

適切に管理する

・近隣地区の担い手と連携を強化し、農地を適正に管理

していく

・地区内外から新規就農者や法人、農外からの参入を積

極的に受入れる

図１ 地域としての担い手の確保について（複数回答）
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・土地利用型作物は団地形成、ブロックローテーション

を確立し更なる省力化を目指す

・地域の特産品を活用し特色のある農産物の生産拡大を

図る

・通年型農業・周年稼働型モデルの確立を目指す

・６次産業化へ取組み周年稼働農業体制を確立し収入の

安定化を図る

・団地化による作業の効率化や、園芸メガ団地により更

なる所得向上を目指す

・スマート農業の普及により低コスト、省力化を進める

・土地利用型作物に、野菜、果樹、花き等の園芸作物を

加えた複合経営を推し進める

・稲作を中心とした土地利用型作物を活用し、効率的な

農地利用を図る

・高収益作物を導入し収益向上を図る

図２ 農業経営の目指す方向性について（複数回答）
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・農地利用が難しい状況では、保全や林地化等について

も検討し環境保全に努める

・条件不利地においては飼料用作物、そば等を作付けし

農地利用を促進する

・日本型直接支払制度を活用した地域共同活動で農地の

保全管理を続けていく

・耕作放棄地発生の防止、または解消に努める

・農地としての保全管理を引続き継続して行う

図３ 農地保全について（複数回答）
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